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xmの開
H
A
W
U
動
を
も
ぬ
紀
し
た
が
本
設
で
は
こ
れ
を
隊
外
し
た
。

=
、
以
の
他
仙
制
定
刀
法
線
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前
A
V
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川川
。

昭
和
二
十
三
年
一
月
|

|
三
月

一
、
は
し
が
き

百 I =t I I -

e5 I o I一一l毛、， 、，、、 E 、
0 1<つ lー・ ヱ二 lプ将
位11 I l!s Iノ'- - 1 :1五
:11. 1:1.. 1 -ー よニ 1プ時

一 一一 一(→ I (一-)I (一) I (→ 

三六
一

同
O
E

R
m
a八四五

二、六七一
一、大O
A
三九一
回、七回
2Lli民ili

主1i|-iii

凶七四

八
、
oz冨

記、一一五五一五九

窓、一円}七
七七一

向、七一品冨一

六
、=五六

-一、-一
O九

}一、六凶
()

耳、、
3交
2て

←) 

句、d
h

、h
、

同
J

-

R

3

0
J

= -""、
老究

九、回八一
人
O
九

七、音。

-、九七回

入、七六回

一、
()七七

回
、セニ=

五回、七六凡

::z;: .::: 一ー
ニ二 三;，;: 0 、、、
- 三三 o 
三~ ;}t. :JL 

- :1-: ーー

(ー)(→←) 
!ニヨ ー
iへてq
J九 - cコ
→:: I!B :11. 
1<>1ノ'- _ー

実 I:弓 |てIc実
Cコ Icコl 但11 I ~時
Fミ I;;て I CコI:J、
ご~ -一一ー1.....:主ー1 -ーー一一旦Lしょ三ー

一人、
-一
=
豆
付
一
七、
実
。

エ八、

2
2一
一
付
言
、o
g

七、
口
七
孟
H
=
一
、主
八

一、
一八
五
付

一
、
Oニ富一

一、『
回エ

一

一
、
セル忠

実
主

H

-夫

元、
O
A
a
H
エ
一
、Z
ZE
一

豆、
(〕
九
四
一
一
、
一円ニ

ェ、
富

山

一

村

歪
七

回
大
、
四
九
2
H
-一
=一、八五O

;lili ^ 、
dヨ. j、
-1:; 0 
- .'.li: 

::z;:ヨ~ -ー 航司 ~ .E: = 31 

-パ 叫司_，. .-町一-
_l_1 I_~三三菱き毘章 三塁-

(一-)tー-)(一)ト)(→(ーHー)
δ 志向}五

一一-5-2買会露呈三 芸

回 l回 I I .s 
:1.. 三三 I $. I 三主 主主 1・匂

Cコノ、 iニユ 1;Jr.. ;J.. I .s 
完JL，ZL12し室ーしきL
ト)(-ー)I (-ー)1 (ー) H 1(-ー)

I :>0，く I I .n 
:1<: 三呈 l 王::I E. I :1 ，、 s 、 f

1<>1 <コ l巴!l 1:Jl. -ー l 比M
:1r.. <コ 1.:11. 1- .'s I=ユ

ーふ~ム三L~三一一芸一一E

募
代
り
金
収
入
を
別
除
し
て
預
金
部
資
金
及
び
短
期
証
券
償
還
額
と
共
に
1

財
政
外
資
金
」
と
し

た
こ
と
、
間
米
述
勘
定
の
調
整
に
当
っ
て
木
支
庖
政
府
勘
定
の
み
な
ら
ず
、
国
昨
送
A
W
勘
定
を

も
併
せ
考
慮
す
る
等
の
若
手
の
改
'止
を
加
え
た
の
で
、
此
の
改
正
を
含
む
分
析
方
法
の
詳
細
を

別
表
〔
註
〕
に
一
括
再
録
し
て
お
い
た
。
尚
木
分
析
の
・
抵
義
に
つ
い
て
は
前
各
号
特
に
第
三
号

【
附
和
二
十
二
年
七
月
|
九
月
】
木
捌
「
は
し
が
き
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
以
下
添
付
別
表
に
よ

っ
て
畑
中
敢
に
年
度
中
の
財
政
資
金
収
文
に
つ
い
て
概
説
す
る
こ
と
‘
ふ
す
る
。

こ
の
分
析
の
窓
義
と
方
法
に
つ
い
て
は
既
に
前
各
号
に
於
て
詳
細
に
述
べ
た
。
た
ど
今
回
は

分
析
方
法
に
於
て
川
従
来
当
該
修
業
収
入
中
に
算
入
せ
る
鉄
道
、
通
信
市
叩
業
等
官
業
公
債
の
公

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

附
和
二
十
一一一年一

H
I-
-一月
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資

事ト

二
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
中
財
政
収
支

当
月
政
府
資
金
の
対
民
間
収
支
は
収
入
三
百
九
十
三
億
円
、
支
出
回
百
五
十
能
円
、
差
引
五

十
七
舷
円
の
支
出
超
過
を
示
し
た
が
、
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
現
金
収
支
と
し
て
は
こ

れ
か
ら
預
金
部
資
金
収
支
尻
、
公
募
公
債
代
り
金
収
入
、
知
期
証
券
償
還
支
出
等
の
財
政
外
資

金
を
除
い
た
八
十
一
一
億
円
円
ん
当
と
見
ら
れ
る
(
但
し
当
月
は
組
税
収
入
等
が
月
末
に
集
中
し
た

た
め
統
計
上
の
未
迷
勘
定
が
巨
額
に
上
り
、
之
を
考
臆
す
れ
ば
前
記
政
府
資
金
収
支
尻
は
逆
に

収
入
超
過
十
四
億
円
と
な
る
)
。

右
の
如
〈
財
政
資
金
赤
-
V
T
が
前
月
(
凶
百
四
十
七
億
円
)
に
比
し
急
減
し
た
の
は
、
支
州
而
に

於
て
食
抑
制
管
到
司
会
計
誕
に
鉄
道
事
楽
会
計
時
都
議
資
金
の
文
山
超
過
を
除
く
主
要
支
出
柄
引
日
が

-
一
般
的
に
抑
制
さ
れ
た

一
方
、
収
入
町
に
於
て
消
費
質
合
中
制
税
収
入
が
好
制
で
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
か
〈
し
て
当
月
赤
字
の
内
訳
は
消
此
資
金
十
七
億
円
、
事
業
資
金
・六
十
三
億
円
と
後

者
が
正
倒
的
で
必
る
。
W
M当
月
政
府
当
山
内
預
金
に
計
上
さ
れ
た
机
税
収
入
は
九
十
二
億
円
で
あ

る
が
(
註
)
、
前
記
米
述
を
考
服
す
れ
ば
百
五
、
六
十
似
阿
見
当
に
上
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い

る
。
然
し
な
が
ら
か
く
の
如
会
税
収
の
好
訓
に
も
拘
ら
ず
、
当
月
末
現
在
に
於
け
る
砲
税
徴
収

制
は
予
算
上
の
租
税
収
入
に
対
し
僅
か
に
附
六
%
に
過
ぎ
ず
、
特
に
成
紛
不
良
な
の
は
申
告
納

税
に
よ
る
所
得
説
〈
二
一
銘
)
で
あ
る
。

(
詰
〉
大
蔵
省
の
発
表
し
た
月
中
和
税
徴
収
額
は
百
五
十
六
億
円
と
-
な
っ
て
お
り
、
実
際
に

政
府
当
座
預
金
に
計
上
さ
れ
た
本
表
計
数
と
は
荷
し
〈
喰
追
っ
て
い
る
。
両
者
が
調
査

時
点
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
二
月
中
財
政
収
支

月
中
政
府
資
金
の
対
民
間
収
支
は
収
入
六
百
六
十
=
他
門
、

支
出
四
百
三
十
位
円
と
差
引
収

入
超
過
は
二
百
一一一
十
二
億
円
の
巨
制
に
上
り
、
こ
の
う
ち
か
ら
前
記
の
如
含
財
政
外
資
金
を
除

い
た
財
政
資
金
と
し
て
は
吏
に
之
を
上
姐
ゐ
二
制
五
十
八
他
門
の
収
入
超
過
と
な
る
。
か
〈
の

如
〈
当
月
財
政
収
支
が
年
度
開
始
以
来
初
め
て
而
も
v
v
想
外
に
医
術
の
収
入
組
過
を
示
し
た
原

凶
は
、
支
出
而
に
於
て
政
山
川
川
流
(
担
金
十
五
他
門
、
食
制
問
給
公
開
等
新
設
問
公
間

一
億
七

千
万
円
)
、
地
方
公
共
間
休
職
此
特
別

一
時
午
当
貸
付
〈
十

一
他
門
)
を
除
く
主
一
段
支
山
.唄
日
が
、

引
統
〈
政
府
の
文
払
抑
制
方
針
に
よ
っ
て
知
ん
ど
軒
説
に
減
少
合
示
し
た
一
方
、
収
入
而
に
於

て
粗
税
収
入
が
米
曾
有
の
好
訓
〈
=
午M
M
-

一十
七
億
門
、
前
日
比
二
百
一
一
一
十
・
4
億
円
刷
)
を
示
し
た

一
一
七
四

こ
と
に
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
月
末
現
在
徴
税
達
成
率
は
前
月
の
四
六
%
か
ら
七
O
%
に
躍

進
し
た
が
、
年
度
内
未
徴
収
額
は
な
お
四
百
億
円
に
友
ん
で
お
り
、
而
も
甑
泉
徴
収
分
所
得
税

が

一一

O
%
に
迷
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
申
告
納
税
分
所
得
税
、
指
加
所
得
税
等
の
徴
収
率

は
何
れ
も
五
三
%
と
著
し
〈
不
良
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
当
月
徴
税
好
調
の
結
果
消
費
資
合
収
支

尻
は
二
百
六
十
億
円
の
県
竿
と
な
り
、
事
業
資
金
も
専
売
局
抗
金
噌
加
等
あ
り
十
二
他
門
の
収

入
超
過
を
示
し
た
。

W
M
山
氏
資
金
と
し
て
は
複
金
等
出
資
は
前
記
の
如
く
十
六
他
七
千
万
円
で

あ
る
が
、
一
点
公
団
の
刷
定
白
木
が
認
め
ら
れ
な
〈
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
回
収
一
億
八
千
万
円

あ
り
差
引
十
四
億
九
千
万
円
の
支
出
組
過
と
な
る
。

四
、
三
月
中
財
政
収
支

本
年
度
最
終
月
た
る
当
月
に
於
け
る
政
府
資
金
の
対
民
間
収
支
は
収
入
凶
百
九
十
位
円
、
支

出
五
百
十
二
他
川
、
話
引
二
十
二
億
円
の
支
出
超
過
で
あ
る
が
、
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金

と
し
て
は
逆
に
ご
十
他
門
の
収
入
超
過
と
な
る
〈
尚
米
迷
勘
定
な
考
幽
す
れ
ば
前
記
政
府
資
金

収
支
尻
は
収
入
組
泊
十
六
他
門
)
。
支
出
而
に
於
て
は
極
力
支
出
抑
制
の
方
針
は
維
持
さ
れ
た

が
年
度
末
な
迎
え
て
終
戦
処
理
賀
、
価
格
調
盤
沈
等
の
消
貨
資
金
支
出
、
鉄
道
、
通
信
会
計
等

の
事
業
資
金
一
支
出
紹
過
並
に
出
資
資
金
容
は
若
干
支
払
仲
長
の
傾
向
を
示
し
た
。
一
方
収
入
所

に
於
て
は
吏
正
決
定
分
所
得
税
、
法
人
税
等
の
納
入
、
酒
税
入
場
税
等
滞
納
分
の
納
入
等
に
よ

り
、
租
税
収
入
は
二
百
二
十
四
億
円
と
引
続
会
好
調
を
示
し

(但
し
叫
に
最
雌
則
を
す

F
た
L

め
前
月
比
百
二
億
円
の
大
幅
減
少
)
、
当
月
末
現
在
に
於
け
る
大
蔵
省
訓
に
よ
る
租
税
徴
収
率

は
九
二
%
と
な
り
ほ
ど
予
算
通
り
の
徴
収
を
完
了
し
て
い
る
。

か
く
し
て
当
月
消
費
資
金
は
七

十
七
億
円
の
収
入
超
過
、
事
業
資
金
は
凶
十
二
億
円
の
文
山
超
過
と
な
る
。
な
お
出
資
資
金
、と

し
て
は
担
金
山
氏
十
五
億
円
が
尖
行
さ
れ
て
い
る
。

玉
、
昭
和
一
一
十
二
年
度
第
四

・
四
半
期
及
び
年
度
中
総
括

以
上
本
年
脱
却
凶

・
四
半
州
を
通
計
す
れ
ば
、

政
府
託
金
収
入
組
泊
は
百
五
十
三
船
内
と
な

》.、、z'刀
こ
の
う
ち
か
ら
制
企
部
資
金
収
入
超
過
二
十
七
億
円
、

鉄
道
通
信
耶
諜
邸
官
業
公
般
公

務
代
り
金
収
入
間
十
二
億
円
、

及
び
大
政
省
i祝
~~ 
食
~T~ 
証
券
~Î; 
知
JUI 

>3~ 
itl 
i盟
主ri
ï~i 
十
指
P-J 

の
財
政
外
資
合
企
除
い
た
財
政
資
金
と
し
て
は
川
中
左
の
通
り
悩
九
十
七
悩
円
の
受
入
組
過
と

な
る
。
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五

品

然
る
に
之
を
年
一
度
中
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
政
府
資
金
収
支
尻
は
逆
に
七
百
八
十
五
億
円
の
支

出
超
過
と
冷
り
(
未
述
を
考
慮
す
れ
ぽ
七
百
十
三
億
円
)
、
こ
れ
か
ら
前
記
の
如
き
財
政
外
資
金

を
除
い
た
財
政
資
金
と
し
て
も
左
の
通
り
支
出
超
過
は
六
百
七
十
九
億
円
の
巨
額
に
上
る
。

政

府

資

金

財

政

外

資

金

財

政
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・
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、
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九

付

四

、

五

五

二

第
二

・
四

半

期

付

ニ

て

七

七

九

七

九

O

H

ニ
O
、九
八
九

第
三
・
凹
半
期
付
六
三
、
四
九
三

一

、

四

一

回

付

六

ご
、
O
七
九

第

四

・

四

半

期

一

五

、

二

五

九

四

、

四

五

六

一

九
、
七

一
五

計

付

七
八
、

凶

七

凶

一

O
、
五
六
九
付

六
七
、
九
O
五

即
ち
本
年
度
財
政
資
金
支
出
超
過
は
第

一
・
四
半
期
間
十
六
億
円
よ
り
第
二

・
四
半
期
二
百

十
億
円
、
第
三

・
悶
半
期
六
百
二
十

一
億
円
と
雌
唱
し
、
第
=
て
四
半
期
末
迄
に
文
出
超
過
累

計
は
突
に
八
百
七
十
六
億
円
の
巨
額
に
逮
し
た
が
、
本
第
四

・
四
半
期
に
入
っ
て
初
め
て
収
入

超
過
に
転
じ
、
年
度
中
支
出
超
過
は
二
百
億
円
近
く
を
減
じ
て
右
の
如
く
六
百
七
十
九
億
円
と

昭
和
二
十
二
年
度
脱
出
向
同
時
欄

(3) (2) (1) 

p、/.>..ノ、
重L ~ili 主tT.

出事:消

(一)(ー)

な
っ
た
。
当
期
に
於
け
る
収
入
超
過
転
換
の
主
因
は
期
中
を
通
ず
る
一
般
支
出
の
抑
制
と
上
来

述
べ
来
っ
た
如
き
巨
額
の
租
税
収
入
に
あ
る
。
即
ち
昨
年
来
懸
念
さ
れ
た
租
税
収
入
は
当
期
に

於
て

一
挙
に
年
度
徴
収
総
額
の
半
ば
以
上
を
徴
収
し
て
ほ
γ
予
算
額
に
達
せ
ん
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
但
し
専
売
局
益
金
収
入
は
よ
う
や
く
予
算
額
の
半
ば
に
達
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
市
し

て
之
が
部
門
別
支
出
超
過
の
内
訳
は
消
費
資
金
百
六
億
円
、
事
業
資
金
五
百
三
十
五
億
円
、
出

資
資
金
三
十
八
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
資
金
赤
字
が
圧
倒
的
巨
額
に
上
る
と
と
は
注
目
す

べ
き
事
実
で
め
る
。

と
れ
に
よ
っ
て
期
中
並
に
年
度
中
財
政
資
金
鉱
移
の
特
長
を
要
約
す
れ
ば
左
の
如
〈
で
あ
ろ

λ
ノ
。山
間
半
期
別
に
見
た
財
政
資
金
収
支
は
時
期
的
ず
れ
が
甚
し
く
其
の
計
画
性
は
全
く
見
ら
れ

な
い
と
と
。

ω
第
四

・
四
半
期
に
於
け
る
巨
額
の
収
入
超
過
は
一
般
的
な
る
支
出
抑
制
と
消
費
資
金
収
入

た
る
租
税
の
強
行
取
立
に
よ
る
と
と
。

問
鉄
謀
議
、
食
糧
管
現
等
事
業
資
令
赤
字
が
財
政
資
金
赤
平
の
正
倒
的
部
分
を
占
め
る
こ

と。

8uz 

消
費
資
合
文
出
と
し
て
は
終
戦
処
理
費
支
出
が
巨
額
に
上
り
而
も
之
が
-
般
会
計
現
金
支

出
総
額
に
対
し
て
占
め
る
割
合
は
予
算
上
の
比
率
を
相
当
上
廻
る
こ
と
。
〈
高
間
)

出
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山
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一
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-一一一、ゴ一八一五
一一、七七九
一
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て
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一一
室
、
八
百
一
八
て
一
五
二
五
人
て
-一昔
、
七人九
一
凶一一六、O九七
一村七
て
き
人

{一
政
〕
付
木
山
前
川
政
附
当
般
預
金
受
払
小
よ
り
対
日
木
銀
行
収
支
及
び
四
郎
約
却
の
荻
特
収
支
配
除
け
る
政
府
託
金
対
民
間
税
金
収
支
の
内
容
を
分
析
せ
る
も
の
で
あ
る
。

H
H

本
決
は
日
本
銀
行
回
附
仲
間
川
訓
『政
府
資
金
移
動
概
況
」、
仙
刊
に
そ
の
中
の
「
民
間
関
係
収
支
内
訳
』に
依
っ
て
作
成
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し

τ凡
そ
左
の
如
き
枇
定
乃
京
岡
山
作
を
加
え
た。

川

本

裁

判
「閉山
A
山
部
資
金
」
収
支
は
お
「
民
間
関
係
収
支
内
訳
」
中
の
「
預
金
部
収
支
」に
よ
ら
ず
、
同
じ
資
斜
の
「狽
〈
脚
部
収
支
内
訳
」
よ
れ

ym便
貯
金
受
払
〈邸
舵
貯
金
制
削
減
胤
で
あ
る
が
、
災
際
の
相
川
棚
と
は
お
干
の
附
則
的
ず
れ
が
あ
る
〉
と
共
他

対
氏
側
収
支
(
貸
付
金
、
保
帥
刊
金
、
供
出
仙
金
箱
)
の
合
計
制
酬
を
と
り
、
更
に
「
民
側
関
係
収
支
内
訳
」
中
「
川
納
官
山
入，

m託
金
」
支
出
の
半
耐
酬
を
邸
使
用
交
換
尻
決
済
会
主
総
定
し
て
之
を
布
の
収
支
合
計
制
双
方
に
加
え
て
ね
山
し
た。

ω
際
資
料
〔
「民
附
附
係
収
支
内
訳
」
〉
中
「預
金
部
」
、

「川
納
・
日
山
内
政
託
金
」収
支
岐
に
「
郎
便
局
過
組
合
同
出H
A
M
払
山
」
の
=
一
者
受
払
合
計
鎖
止
り
日
間
記

ωの
税
金
制川
資
企
収
支
を
怒
川
引
い
た
残
狐
は
、
共
の
八

O
%を
木
決
伺
の
「
以
他
」
に
ハ大

部
分
通
信
事
業
収
支
と
見
ら
れ
る
)
、

-
一
O
%
を
村
の
「以
他
」
に
加
え
た
。

ω
附
側
資
料
「町
内
他
」
は
全
額
を
京
決
村
の
「
廿
ハ
仙
」
に
算
入
し
た
。
尚
挑
戦
処
訓
批
判
H

支
出
は
従
・
1
Hの
「
以
他
』
文
山
桐
に
Ah
針
し
て
あ
る
。

川

ニ
十
二
年
九
月
か
ら
災
現
し
た
鉄
辺
、
通
信
事
業
開
法
司
祭
公
的
公
判抑の
代
り
余
収
入
H
U
当
級
官
撲
に
於
け
る
悶
訂
の
収
入
と
恰
決
り
且
之
を
川
削
減
と
す
る
文
仰
は
文
山
揃
に
引
川
上
さ
れ
て
レ
る
か
ら
「
財
政
資
金
」
よ
り
除
き
、
又
日
水
銀
行
引

受
後
民
間
に
消
化
さ
れ
た
大
協
合
研
券
及
び
食
縦
椛
券
相
抑
制
州
側
問
証
券
の
償
還
狐
も
財
政
支
山
と
し
て
は
敗
秘
す
る
を
以
て
阿
じ
〈
木
炎
州
刊
の
「
財
政
外
資
金
」
と
し
た
。

倒
政
府
預
金
相
官斗
の
販
制
官
た
る
「
別
口
桁
定
州
問
符
」
は
二
十
二
年
十
月
以
向
山
開
資
料
よ
り
別
除
さ
れ
た
が
、
木
決
「
附
聞
和
二
十
二
年
似
叶
」
の
迎
計
に
当
つ
て
は
そ
れ
以
前
の
分
ハ二
十
二
年
四
月
!
九
月
〉
を
も
除
い
て
刷
仰
げ
た
。

伺
米
述
勘
定
刻
犯
は
日
木
銀
行
パ
ラ

y
z
y
-
-
P
に
よ
り
、
本
文
山
山
政
府
助
定
及
び
図
仰
送
金
川剛山比
〈
後
者
は
旧聞
州
制
度
改
正
時
期
た
る
二
十
ご
年
十
一
月
以
隣
よ
り
〉
を
併
せ
考
胤
し
た。
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